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市立病院前のバス停で下車する利用者
《利用者（70歳代女性）の感想》
「コモアは、高台にあるので、国道
20号線のバス停から歩くと大変、コ
モアへのバスの乗り入れはとても便
利、ぜひ多くのみなさんが利用できれ
ばと思います」

大堀バス停付近の停留所を通過するデ
マンドタクシー。市内で買い物をして
から帰る乗客が多く乗っていました。

コモアプラザ前の停留所に到着
する路線バス。路線バスの時刻表や運
賃は、広報9月号に折り込んであるチ
ラシを参考にしてください。

　　　　利用しよう！！」

デマンドタクシーの停留所
看板（市立病院前）

上
野
原
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で
は
、
平
成
22
年
度
に
策
定
し
た
上
野
原
市
地

域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
に
基
づ
き
、
高
齢
者
や
運
転
困
難
者
な
ど
の
交
通
弱
者
を
中
心

と
す
る
市
民
の
移
動
手
段
の
確
保
や
市
内
に
点
在
す
る
交
通
空
白
地
域
を
解
消
す
る
こ
と
を

目
標
に
、
市
内
を
4
つ
の
地
域
に
分
け
、
新
た
な
公
共
交
通
の
実
証
運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
10
月
3
日
か
ら
第
1
地
域
（
棡
原
・
西
原
方
面
）と
第
4
地
域
（
大
目
・
巌
方

面
）
に
お
い
て
上
野
原
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
路
線
バ
ス
の
コ
モ
ア
四
方
津
方
面
へ
の
乗
り

入
れ
の
実
証
運
行
を
始
め
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
開
始
か
ら
2
か
月
経
過
し
た
実
証
運
行
の
利
用
状
況
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
は
、
事
前
に
予
約

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
乗
り
合
わ
せ
で
目
的

地
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
る
タ
ク
シ
ー
で
す
。

10
月
3
日
か
ら
始
ま
っ
た
実
証
運
行
で

は
、
原
則
、
棡
原
地
区
、
西
原
地
区
、
島
田

地
区
、
秋
山
地
区
、
大
鶴
地
区
の
一
部
（
小

倉
）、
上
野
原
地
区
の
一
部
（
諏
訪
、
塚
場
、

八
米
、
山
風
呂
、
向
風
、
先
祖
・
丸
畑
、
奈

須
部
）
に
お
住
ま
い
の
方
が
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
決
め
ら
れ
た
停
留
所
で
乗
り
降
り

を
行
い
、
運
行
時
刻
も
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

料
金
に
つ
い
て
は
、
大
人
（
中
学
生
以
上
）

が
5
0
0
円
、
小
学
生
2
5
0
円
、
乳
幼
児

は
無
料
で
す
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
に
は
、

事
前
に
利
用
者
登
録
が
必
要
で
す
。
利
用
を

希
望
す
る
方
は
、
上
野
原
市
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
っ
て
何
？

路路
線線
ババ
スス
やや

デデ
ママ
ンン
ドド
タタ
クク
シシ
ーー
をを

利利
用用
しし
よよ
うう
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往路4便
（上野原駅→犬目方面）

119名
約6名
1.5名

復路4便
（犬目方面→上野原駅）

122名
6.1名
約1.5名

「路線バスのコモアしおつ方面への乗り入れ」に
ともなう利用状況　　　　　　　　　　　（10月の利用状況）

※上記の利用者数は、コモアしおつ内の停留所（コモアプラザ・石
の公園）で乗降した利用者の数です。
※往路は、上野原駅からコモアしおつを経由して太田上・犬目方面
へと運行しています。復路は、その逆です。

デマンドタクシーに乗車する利用者
《利用者（70歳代男性）の感想》

「私は、ほぼ毎日通院しているので、片道500円という運賃は経
済的に助かります。また、自宅の近くに停留所があり、とても便利
です。今後は、乗り降りしやすい場所に停留所があって、停留所の
看板などを目立つようにして欲しいと思います。今後も利用したい」

巌地区の国道20号線を走行する路線
バス。市立病院などに行く乗客が多く
乗っていました。

利 用 者
延べ人数
1 日 平 均
1便あたり

第 1 地 域
（西原方面）
1 日 8 便

140名

7名
約0.9名

第 1 地 域
（棡原方面）
1 日 8 便

125名

約6.3名
約0.8名

第 4 地 域
（島田・秋山方面）
1 日 8 便

77名

約3.9名
約0.5名

「上野原デマンドタクシー」利用状況（10月の利用状況）

利用者延べ人数
1日平均
1便あたり

みんなで守る、地域の公共交通「路線バスやデマンドタクシーを　　　　　　利用しよう！！」

今
後
の
地
域
の
公
共
交
通

上
野
原
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

で
は
、
現
在
行
っ
て
い
る
第
1
地
域
と
第
4

地
域
の
実
証
運
行
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
来

年
度
中
に
、
第
2
地
域
（
大
鶴
・
甲
東
方
面
）

と
第
3
地
域
（
大
目
・
巌
方
面
）
の
実
証
運

行
を
目
指
し
、
地
域
に
即
し
た
新
た
な
公
共

交
通
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
実
証
運
行
を
検
証
し
、

み
な
さ
ん
か
ら
の
声
を
聞
き
な
が
ら
効
率
的

で
効
果
的
、
ま
た
、
持
続
可
能
な
交
通
網
の

構
築
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。地

域
の
公
共
交
通
を
守
り
維
持
し
て
い
く

た
め
に
も
、
上
野
原
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
や

路
線
バ
ス
を
積
極
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

事
務
局
（
生
活
環
境
課
生
活
環
境
担
当
内
）

（
蕁
62
―

3
1
1
4
）
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ＡＡ
ＥＥ
ＤＤ

市
で
は
、
平
成
17
年
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
市
内
公
共
施
設
等
に
設
置
し
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
み
な
さ
ん
の
中
に
は
、
市
内
の
ど
こ
に
設
置
し
て
あ
る
の
か
？
ま
た
、
使
い
方
な
ど

は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
？
わ
か
ら
な
い
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
内
公
共
施
設
等
の
設
置
場
所
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
実
際
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
一
命
を

と
り
と
め
た
方
の
体
験
談
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
等
の
講
習
会
の
開
催
な
ど
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
、
日
ご
ろ
の
生
活
の
な
か
で

公
共
施
設
な
ど
を
利
用
す
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
際
、
仮
に
心
肺
停
止
に
な
っ
た
方
が

い
た
と
き
、
あ
な
た
が
そ
の
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
あ
る
か
知
っ
て
い
る
だ
け
で
も
、一
分
一

秒
を
争
う
事
態
に
素
早
く
対
応
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
ど
こ
の
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
あ
る
か
、
下
の
表
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
公
共
施
設
以
外
の
設
置
場
所
に
つ

い
て
は
、
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
民
間
の

病
院
や
お
店
な
ど
に
も
設
置
し
て
あ
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
日
ご
ろ
か
ら
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
あ
る
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

設置場所
上野原西小学校
旧沢松小学校
大鶴小学校
島田小学校
上野原小学校
棡原小学校

西原小学校体育館
秋山小学校
沢松幼稚園
第一保育所
第二保育所
巌保育所
島田保育所

個数
6
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所

知
っ
て
ま
す
か
？

個数
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

個数
1
1
1
1
1
2
4
1
1
1

設置場所
秋山保育所
大目保育所
甲東保育所
棡原保育所
西原保育所

学童保育所（上小校舎）

学童保育所（上小体育館）

学童保育所（本町三丁目）

学童保育所（上野原西小）

学童保育所（島田小学校）

学童保育所（秋山公民館）

桂川野球場
桂川少年野球兼ソフトボール場

設置場所
上野原市立病院
大鶴楽生園
上野原警察署
コモア駐在所

ゆずりはら青少年自然の里

県立上野原高校
日大明誠高校
上野原市民プール
秋山温泉
ＪＲ上野原駅

でで
命命
をを
つつ
なな
ぐぐ

（（
自自
動動
体体
外外
式式
除除
細細
動動
器器
））

《市内ＡＥＤ設置場所一覧》

市役所教育委員会前に設置してあるAED！！みなさんも市
役所にお越しの際は、設置場所を確認しましょう。

設置場所
上野原市消防署
上野原市消防本部
市役所（教育委員会前）

市役所（市民課カウンター）

市役所（総務部フロア横）

市役所　秋山支所
上野原中学校
上野原西中学校
島田中学校
秋山中学校
旧大目小学校

旧甲東小学校（旧平和中）

和見分校

個数
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

※上記、ＡＥＤ設置場所は、11月18日現在で確認しているものです。今後、設置場所が変更になることがありますの
で、ご注意ください。
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巌地区在住

大神田　勲さん

現在、72歳を迎えた大神田さんは、

ＡＥＤによりつながった命を大切にし、

元気に生活しています。

大神田さんは、一人でも多くの命が

助かるように応急手当の重要性やＡＥ

Ｄの普及・啓発に努めています。

インタビュー①

上野原市消防本部

消防長　小笠原徳喜

私
は
、
10
月
11
日（
火
）の
深
夜
1
時
過
ぎ
、

急
性
の
心
臓
病
を
発
症
し
ま
し
た
。

胸
の
急
激
な
痛
み
、
冷
や
汗
に
耐
え
な
が

ら
1
1
9
番
通
報
し
て
救
急
隊
の
到
着
を
待

ち
ま
し
た
。
救
急
隊
が
到
着
後
、
救
急
隊
員

の
適
切
な
対
応
に
よ
り
、
九
死
に
一
生
を
得

ま
し
た
。
こ
の
時
、
人
は
、「
簡
単
に
は
死
な

な
い
」い
や「
こ
う
も
一
瞬
に
し
て
命
を
失
う
」

上
手
に
表
現
で
き
ま
せ
ん
が
こ
の
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。

あ
の
と
き
を
振
り
返
る
と
、
私
の
命
を
つ

な
い
だ
の
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）で
し
た
。
私
は
、
搬
送
さ
れ
る
救
急

車
の
中
で
意
識
が
混
濁
し
、
次
第
に
意
識
が

な
く
な
り
ま
し
た
。
後
で
救
急
隊
に
聞
い
た

話
で
す
が
、
そ
の
時
、
約
20
秒
間
心
肺
停
止

状
態
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
間
、
救
命
救

急
士
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
電
気
シ
ョ
ッ
ク
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
私
は
、
意
識
が
戻
っ
た

と
き
も
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
私
の
場
合
は
、
す
ぐ
1
1
9
番
通

報
し
、
救
急
車
に
備
え
て
あ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
利

用
で
き
た
た
め
命
が
助
か
り
ま
し
た
が
、
心

肺
停
止
後
3
分
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
る

と
、
死
亡
率
が
約
50
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所

が
わ
か
ら
ず
、な
に
も
応
急
手
当
を
し
な
い

と
い
う
の
は
、と
て
も
残
念
な
こ
と
で
す
。

ま
ず
は
、
1
1
9
番
通
報
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
が
、
心
肺
停
止
の
際
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
な

ど
に
よ
る
応
急
手
当
が
極
め
て
重
要
で
す
。

み
な
さ
ん
も
、
一
人
で
も
多
く
の
命
が
助
か

る
よ
う
に
、
市
内
の
ど
こ
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置

さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
、
操
作
方
法
な
ど
の

応
急
手
当
を
学
ん
で
く
だ
さ
い
。

心
配
停
止
に
な
っ
た
人
が
い
た
と
き
、
ま

ず
は
1
1
9
番
通
報
し
、
救
急
車
を
待
っ
て

い
る
間
、
周
り
に
い
る
人
が
人
工
呼
吸
や
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
応
急
手
当

を
し
ま
し
ょ
う
。
救
急
車
が
到
着
し
た
ら
速

や
か
に
救
急
隊
員
に
患
者
を
引
き
渡
し
、
そ

の
後
、
救
急
車
内
で
救
急
救
命
士
等
に
よ
る

救
命
処
置
、
医
療
機
関
で
医
師
に
よ
る
救
命

医
療
が
行
わ
れ
ま
す
。

「
1
1
9
番
通
報
」「
応
急
手
当
」「
高
度

な
救
命
処
置
」「
高
度
な
救
命
医
療
」
を
ス

ム
ー
ズ
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
、
人
の
命

を
救
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
命

を
つ
な
げ
て
い
く
4
つ
の
作
業
の
流
れ
を

「
救
命
の
リ
レ
ー
」
と
い
い
、
ど
れ
か
ひ
と

つ
欠
け
て
も
命
を
救
う
チ
ャ
ン
ス
は
少
な
く

な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
意
味
で
も
、
大
神
田
さ
ん
の

体
験
は
、
こ
の
命
の
リ
レ
ー
が
つ
な
が
っ
た

ひ
と
つ
の
例
だ
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
大
切
な
方
や
周
り
の
方
の

命
を
救
う
た
め
に
、
命
の
リ
レ
ー
を
つ
な
げ

る
た
め
に
も
、
応
急
手
当
の
技
術
を
習
得
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
消
防
本
部
で
は
、
応
急
手
当

講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
人
工
呼
吸
や
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
方
法
な
ど

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
だ
、
受
講
さ

れ
て
い
な
い
方
が
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
一
度
、

大
切
な
命
を
救
う
た
め
に
も
参
加
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
も
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど
を
紹
介

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●日　　時 平成24年1月28日（土）・3月24日（土）
午前9時～正午

●場　　所 島田コミュニティセンター（3月未定）
●内　　容 普通救命講習Ⅰ（心肺蘇生法、AED使用法、

異物除去法、止血法）
●定　　員 30名
●受講資格 市内居住者または市内在勤・在学の中学

生以上の方
●費　　用 無料
●申込み・問い合わせ 消防総務課（蕁62ー4111）

《応急手当講習会》

Ａ
Ｅ
Ｄ
で
つ
な
が
っ
た

私
の
命

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
方
法
を

学
び
ま
し
ょ
う

インタビュー②

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）で命をつなぐ



広報うえのはら　No.82  6

収入済額
1,931,283
32,783
4,021
2,050
0

140,383
41,153
4,861
37,084

2,519,920
2,391
47,971
72,462
399,677
57,429
624
4,000
0

285,617
49,015

0
5,632,724

予 算 額
3,054,495
457,602
2,003,237
6,404

689,003
95,228
3,072

307,046
6,616,087

支出済額
1,292,643
236,316
747,264
3,238

258,682
33,525

0
1,168

2,572,835

支出率（％）
42.3
51.6
37.3
50.6
37.5
35.2
0.0
0.4
38.9

一
般
会
計

特

別

会

計

平
成
23
年
度
上
半
期
一
般
会
計

は
、
歳
入
が
56
億
3
2
7
2
万
4

千
円
の
収
入
済
額（
収
入
率
48
・

3
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

主
な
も
の
は
、
市
税
の
19
億
3
1

2
8
万
3
千
円
、
地
方
交
付
税
の

25
億
1
9
9
2
万
円
等
で
す
。

歳
出
は
、
支
出
済
額
36
億
6
3

3
2
万
2
千
円（
支
出
率
31
・

4
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

主
な
も
の
は
、
民
生
費
の
8
億
6

6
5
7
万
2
千
円
、
総
務
費
の
4

億
2
8
9
0
万
円
で
す
。

一般会計歳入状況（23.9.30現在　単位：千円）

一般会計歳出状況（23.9.30現在　単位：千円）

特別会計歳入歳出状況（23.9.30現在　単位：千円） 平
成
23
年
度
上
半
期
特
別
会
計
は
、
合
計

で
収
入
済
額
が
22
億
6
9
6
4
万
7
千
円

（
収
入
率
34
・
3
％
）、
支
出
済
額
が
25
億
7

2
8
3
万
5
千
円（
支
出
率
38
・
9
％
）と
な

っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歳
入
歳

出
状
況
は
表
の
と
お
り
で
す
。

会 計 別
国 民 健 康 保 険
後期高齢者医療
介 護 保 険
介 護 サ ー ビ ス
公 共 下 水 道
簡 易 水 道
教 育 奨 励 資 金
財 産 区 ・ 組 合

計

収入済額
1,080,827
86,785
705,779
6,622
90,784
27,957
2,985

267,908
2,269,647

収入率（％）
35.4
19.0
35.2
103.4
13.2
29.4
97.2
87.3
34.3

科　　　　目
市 税
地 方 譲 与 税
利子割交付金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
市 債

計

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

収入率（％）
59.8
29.3
28.4
36.1
0.0
56.2
32.0
16.9
75.5
73.6
50.9
33.4
54.1
53.6
5.4
4.7
98.7
0.0

107.2
32.7
0.0
48.3

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
諸 支 出 金
予 備 費
計

支出済額
90,176
428,900
866,572
355,231
6,839
77,873
94,468
78,304
265,356
375,440
1,206

1,022,957
0
0

3,663,322

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

支出率（％）
54.8
29.6
30.1
16.2
58.7
38.7
58.4
8.6
43.5
38.9
2.5
50.8
0.0
0.0
31.4

科　　　　目 予 算 額
164,602
1,450,154
2,877,448
2,197,441
11,646
201,329
161,844
911,631
609,935
965,827
48,391

2,014,633
37,976
9,263

11,662,120

予 算 額
3,229,733
111,911
14,136
5,674
2,282
249,928
128,726
28,741
49,118

3,421,686
4,700
143,617
133,836
745,327
1,067,420
13,194
4,051
275,144
266,382
150,114
1,616,400
11,662,120

予 算 額
3,054,495
457,602
2,003,237
6,404
689,003
95,228
3,072
307,046
6,616,087

平平成成2233年年度度　上上半半期期財財政政公公表表
（（平平成成2233年年44月月～～99月月））
この「財政公表」は、みなさんに市の予算の執行状況をお知らせするために、毎年2回（7月・
12月）定期的に行っているものです。



市
の
将
来
像
で
あ
る
「
夢
と
希
望
あ
ふ
れ

る
快
適
発
信
都
市
」
の
実
現
に
向
け
「
安
心

安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」「
い
き
い
き
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
」「
結
び
あ
う
ま
ち
づ
く
り
」

を
基
本
方
針
に
、
個
性
豊
か
で
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
・
事
業

に
活
用
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
寄
附
金
の
活
用
方
法
は
、
寄
附
者

が
寄
附
の
申
し
込
み
時
に
、
左
下
の
4
事
業

の
な
か
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
寄
附
の
申
込
み
》

7 広報うえのはら　平成23年12月号　　　　　

ふふるるささとと納納税税制制度度
～～ああななたたとと創創るる元元気気ななふふるるささとと上上野野原原～～

ふるさと納税制度とは、ふるさと上野原のまちづくりを支援する方による寄附金を財源として、寄附者
の社会的投資を具体化することにより、さまざまな方の参加による個性豊かなまちづくりにつなげていく
ことを目的としてスタートした制度です。まちづくりを応援していただけるみなさんの「ふるさと上野原」
に対する想いを届けていただき「元気なふるさと上野原」創りを応援してください。

寄
附
金
の
活
用
方
法

①産業の振興に関する事業

地域活力の一翼を担う産業分
野の活性化を図ります。（農林
業の活性化、観光、商工業の活
性化など）

②自然環境の保全に
関する事業

市の大きな魅力である森林資
源や河川、里山景観など、豊か
な自然環境の保全を図ります。
（森林や河川の保全管理など）

③医療または福祉の充実に
関する事業

住みなれた地域で、誰もがい
つまでも安心して生活できるよ
う地域の医療や福祉の充実を図
ります。（地域医療の充実など）

住みなれた地域で、誰もがい
つまでも安心して生活できるよ
う地域の医療や福祉の充実を図
ります。（学校教育の充実など）

④教育または文化の振興に
関する事業

「
寄
附
申
込
書
」
を
市
企
画
課
へ
フ
ァ
ッ

ク
ス
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
寄
附
申
込
書
は
、
市
企
画
課
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

《
支
払
い
方
法
》

市
企
画
課
で
寄
附
申
込
書
を
受
領
後
、
市

税
務
課
か
ら
お
送
り
す
る
納
入
通
知
書
に
よ

り
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

《
入
金
の
確
認
》

寄
附
金
の
納
入
を
市
が
確
認
し
た
ら
お
礼

状
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
寄
附
金
受

領
証
明
書
は
、
確
定
申
告
時
ま
で
に
送
付
し

ま
す
。

《
特
典
》

5
千
円
以
上
の
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
に

は
、「
新
湯
治
地
場
秋
山
温
泉
」
ご
優
待
券

（
5
回
分
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

個
人
が
地
方
公
共
団
体
に
寄
附
を
行
っ
た

場
合
、
制
度
の
適
用
下
限
額
を
超
え
る
部
分

に
つ
い
て
一
定
の
限
度
ま
で
個
人
住
民
税
お

よ
び
所
得
税
の
寄
附
金
控
除
を
受
け
ら
れ
る

制
度
で
す
。

寄
附
金
控
除
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
市
税

務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
課
税
担
当
（
蕁
62

―

3
1
1
3
）、
企
画
課
政
策
推
進
担
当

（
蕁
62
―

3
1
1
8
）

寄
附
の
方
法

寄
附
金
控
除
制
度

ＵＵＥＥＮＮＯＯＨＨＡＡＲＲＡＡ　ＣＣＩＩＴＴＹＹ　　ＩＩＮＮＦＦＯＯＲＲＭＭＡＡＴＴＩＩＯＯＮＮ

国指定天然記念物　上野原大ケヤキ
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市
で
は
、
平
成
24
年
度
の
学
童
保
育
所
の

入
所
申
込
み
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま

す
。

●
対
象
児
童
　
上
野
原
小
学
校
区
、
上
野
原

西
小
学
校
区
、
島
田
小
学
校
区
お
よ
び
秋

山
小
学
校
区
の
小
学
校
1
年
生
か
ら
3
年

生
で
、
保
護
者
が
労
働
等
に
よ
り
昼
間
家

ありんこ第1クラブ
（上野原小学校区）

●定員 40人　蕁62－3109

ありんこ第2クラブ
（上野原小学校区）

●定員 40人　蕁62－3522

ありんこ第3クラブ
（上野原小学校区）

●定員 40人　蕁63－4151

かぜのこクラブ
（島田小学校区）

●定員 20人　蕁62－3233

※定員数は平成23年度現在のものです。

コモコモクラブ2
（上野原西小学校区）

●定員 45人　蕁66－3925

コモコモクラブ1
（上野原西小学校区）

●定員 45人　蕁66－3925

あおぞらクラブ
（秋山小学校区）

●定員 30人　蕁56－1234

平平
成成
2244
年年
度度

学学
童童
保保
育育
所所
入入
所所
案案
内内

庭
に
い
な
い
児
童

●
開
設
地
区

上
野
原
小
学
校
区
3
か
所
、

上
野
原
西
小
学
校
区
2
か
所
、
島
田
小
学

校
区
1
か
所
、
秋
山
小
学
校
区
1
か
所

●
開
設
日
時
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
学
校

下
校
時
〜
午
後
6
時
30
分
。土
曜
日
・
春

休
み
・
夏
休
み
・
冬
休
み
も
午
後
6
時
30

分
ま
で
。（
平
成
23
年
度
現
在
）

●
費
用

月
額
5
千
円（
た
だ
し
、
前
年
度

分
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
は
半
額
）

※
午
後
6
時
以
降
に
お
迎
え
の
場
合
、
延
長

保
育
料
が
1
児
童
1
回
に
つ
き
100
円

●
申
込
書
の
配
布

福
祉
課
子
育
て
支
援
担

当
で
1
月
4
日（
水
）か
ら
配
布
し
ま
す
。

●
申
込
受
付
期
間
お
よ
び
受
付
場
所

1
月
16
日（
月
）〜
25
日（
水
）の
間
に
、
福

祉
課
子
育
て
支
援
担
当
に
入
所
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
土
日
は
除
く
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当

（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

▲放課後、学童保育所で元気に遊ぶ児童たち

学学童童保保育育所所紹紹介介



9 広報うえのはら　平成23年12月号　　　　　

4歳以上児

31,000円

31,000円

31,000円

31,000円

31,000円

3 歳　児

36,000円

36,000円

36,000円

36,000円

36,000円

3歳未満児

43,000円

47,200円

51,500円

58,000円

70,000円

区 分

所 得 税
103,000円未満
所 得 税
258,000円未満
所 得 税
413,000円未満
所 得 税
734,000円未満
所 得 税
734,000円以上

階層

第6

第7

第8

第9

第10

市
で
は
、
平
成
24
年
度
の
市
立
保
育
所
入

所
申
込
み
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

●
受
付
期
間

《
正
規
保
育
所（
上
野
原
第
一
、

上
野
原
第
二
、
巌
、
島
田
、
秋
山
）》

1
月
16
日
（
月
）〜
25
日（
水
）

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

《
へ
き
地
保
育
所（
大
目
、

甲
東
、
棡
原
、
西
原
）》

12
月
12
日（
月
）〜
16
日（
金
）

●
受
付
時
間

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

●
受
付
場
所

福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当（
へ
き
地
保
育

所
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
保
育
所
で
も

受
け
付
け
ま
す
。）

●
申
込
書
の
配
布

福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当
、
各
保
育
所
で

12
月
3
日（
土
）か
ら
配
布
し
ま
す
。

●
入
所
年
齢

《
正
規
保
育
所
》

生
後
3
か
月（
生
後
8
週
を
経
過
し
た
翌

月
）〜
小
学
校
就
学
前

《
へ
き
地
保
育
所
》

4
歳
〜
小
学
校
就
学
前
（
定
員
に
余
裕
が

あ
る
場
合
は
、
3
歳
か
ら
入
所
で
き
ま

す
。）

●
入
所
基
準

《
正
規
保
育
所
》

保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か

つ
同
居
親
族
も
乳
幼
児
を
保
育
で
き
な
い

場
合
に
、
入
所
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
家
庭
の
外
で
働
い
て
い
る

②
家
庭
の
中
で
、
主
に
家
事
以
外
の
仕
事
を

し
て
い
る

③
妊
娠
中
ま
た
は
産
後
間
も
な
い（
出
産
前

6
週
〜
出
産
後
8
週
）

④
病
気
等
で
保
育
で
き
な
い

⑤
家
庭
に
い
る
長
期
の
病
人
や
障
害
者
の
看

護
を
い
つ
も
し
て
い
る

⑥
火
災
や
風
水
害
等
の
災
害
の
復
旧
に
あ
た

っ
て
い
る

⑦
市
長
が
認
め
る
前
各
号
に
類
す
る
状
況
に

あ
る

《
へ
き
地
保
育
所
》

該
当
す
る
保
育
所
の
区
域
内（
大
目
、
甲

東
、
棡
原
、
西
原
地
区
）に
居
住
し
て
い

る
こ
と

※
入
所
で
き
る
基
準
に
該
当
し
な
い
た
め
に

入
所
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
や
、
希
望
者

が
多
数
い
る
た
め
希
望
す
る
保
育
所
に
入

所
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
保
育
時
間

《
平
日
》
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

4歳以上児

0円

3,000円

14,500円

25,000円

28,000円

平成24年度正規保育所保育料（月額）

※2人目は半減、3人目以降は無料。（同一世帯から2人以上の就学前児童が保育所、幼稚園等に入所等している場合。）
※階層を認定する際の所得税は、住宅取得特別控除・配当控除等の税額控除を行う前の税額です。
※法改正等により保育所徴収金基準額表が変更になる場合があります。

3 歳　児

0円

3,000円

14,500円

25,000円

30,500円

階層

第1

第2

第3

第4

第5

区 分

生活保護世帯

市町村民税
非課税世帯
市町村民税
課 税 世 帯
所 得 税
40,000円未満
所 得 税
72,000円未満

3歳未満児

0円

4,000円

17,500円

29,000円

36,000円

《
土
曜
日
》
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
0
時
30

分
（
正
規
保
育
所
で
は
、
仕
事
の
都
合
に

よ
り
平
常
の
保
育
時
間
に
送
り
迎
え
が
で

き
な
い
等
、
特
定
の
家
庭
状
況
に
あ
る
場

合
に
限
り
、
託
児
（
延
長
）
保
育
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。）

●
保
育
料

《
正
規
保
育
所
》

下
表
の
と
お
り
、
各
家
庭
の
税
額（
所
得

税
、
住
民
税
等
）
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

《
へ
き
地
保
育
所
》

月
額
1
万
円

※
他
市
町
村
の
保
育
所
に
入
所
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
土
曜
日
午
後
２
時
以
降
の
保
育
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
第
一
希
望
を
「
上
野
原
第
一

保
育
所
」
と
し
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
保
育
年
齢
の
考
え
方
が
変
わ
り
ま
す
。

平
成
23
年
度
ま
で
は
、
入
所
す
る
月
の
初

日
の
年
齢
で
保
育
年
齢
を
決
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
24
年
度
よ
り
「
年
度
の
初
日
の

前
日
」
に
お
け
る
年
齢
区
分
（
小
学
校
な
ど

と
同
じ
考
え
方
）
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

4
月
に
入
所
さ
れ
る
児
童
に
つ
い
て
は
、

影
響
あ
り
ま
せ
ん
が
、
年
度
途
中
の
入
所
を

お
考
え
の
方
は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
所
得
税
の
控
除
の
変
更
廃
止
に
よ
る
保
育

料
へ
の
影
響

平
成
23
年
分
の
所
得
税
よ
り
一
部
の
扶
養

控
除
が
変
更
・
廃
止
さ
れ
、
そ
の
影
響
に
よ

り
所
得
税
が
増
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
保
育
料
の
計
算
に
お
い
て
は
、
そ
の

ＵＵＥＥＮＮＯＯＨＨＡＡＲＲＡＡ　ＣＣＩＩＴＴＹＹ　　 ＩＩＮＮＦＦＯＯＲＲＭＭＡＡＴＴＩＩＯＯＮＮ

平平
成成
2244
年年
度度

市市
立立
保保
育育
所所
入入
所所
案案
内内

影
響
を
受
け
な
い
よ
う
旧
税
法
に
よ
り
計
算

し
ま
す
。た
だ
し
、所
得
が
増
え
た
り
他
の
控

除
が
減
る
な
ど
で
、
所
得
税
が
増
え
た
方
は
、

こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当

（
蕁
62
―

3
1
1
5
）
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知知
っっ
てて
まま
すす
かか
？？

野野
焼焼
きき
のの
禁禁
止止

焚き火、その他日常生活を営むうえで通常行われる廃棄
物の焼却であって軽微なもの
例；落ち葉焚き、焚き火、キャンプファイヤー
農業、林業を営むためやむを得ないものとして行われる
廃棄物の処理
例；稲わら、田や畑の法面等の草の焼却、伐採した枝の
焼却など
風習、慣習上または宗教上の行事を行うために必要な廃
棄物の焼却
例；どんど焼き等の地域の行事における不用となった門
松やしめ縄などの焼却
国、地方公共団体がその施設の管理を行うために必要な
廃棄物の焼却
例；河川管理者による河川管理をするために伐採した草
木等の焼却
震災、風水害その他の災害の予防、応急対策および復旧
のために必要な廃棄物の焼却
例；災害時における木屑の焼却、道路管理のために剪定
した枝等の焼却

野焼きの例外

1

2

3

4

5

「
近
所
で
野
焼
き
を
し
て
い
て
、
煙
や
臭
い
が
出
て
、
大
変
迷
惑
し
て
い
ま
す
。」
と
い
う

苦
情
が
、
最
近
頻
繁
に
市
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
面
へ
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
、
ド
ラ
ム
缶
焼
却
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
焼
却
や
簡
易
焼
却
炉
に
よ

る
焼
却
行
為
は
野
焼
き
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
原
則
的
に
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
左
表
の
よ
う
に
野
焼
き
の
例
外
と
し
て
規
定
さ
れ
た
行
為
で
あ
っ
て
も
、
安
易
に
焼
却

せ
ず
、
周
辺
の
生
活
環
境
の
保
全
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

野
焼
き
は

な
ぜ
い
け
な
い
の
？

野
焼
き
は
、
そ
の
煙
が
悪
臭
や
大
気
汚
染

を
引
き
起
こ
し
、
周
辺
へ
の
迷
惑
に
な
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
野
焼
き
で
は
、
通
常
焼
却
温
度

200
度
か
ら
300
度
程
度
に
し
か
な
ら
な
い
た

め
、
燃
や
す
も
の
に
よ
っ
て
は
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
の
発
生
原
因
に
も
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。燃

や
さ
ず
に

ゴ
ミ
で
出
そ
う
！

事
業
所
で
事
業
活
動
に
よ
っ
て
発
生
し
た

廃
棄
物
は
、
各
事
業
所
で
処
分
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
が
、
家
庭
か
ら
出
る
（
燃
え
る

要注意 上記は例外とはなっていますが、特に住宅地に近い
場所などでは煙や灰による苦情につながります。また、日常
的に行っている場合には軽微とは言えなくなりますので、付
近への充分な配慮が必要となります。

ご
み
・
資
源
ご
み
・
粗
大
ご
み
）
は
、
市
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
処
分
で
き
ま
す
。
決
め

ら
れ
た
日
に
決
め
ら
れ
た
場
所
へ
分
別
し
て

排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

罰
則
は
あ
る
の
？

野
焼
き
を
行
っ
た
者
に
は
５
年
以
下
の
懲

役
、
1
千
万
円
以
下
の
罰
金
の
い
ず
れ
か
又

は
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。（
廃
掃
法
第
25

条
1
項
第
10
号
）

み
な
さ
ん
、

野
焼
き
を
行
う
の
は
、

止
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生
活
環
境
担
当（
蕁
62
―

3
1

1
4
）

野野
焼焼
きき
はは
、、

止止
めめ
まま
しし
ょょ
うう
。。



11 広報うえのはら　平成23年12月号　　　　　

高高
額額
医医
療療
・・
高高
額額
介介
護護

合合
算算
療療
養養
費費
制制
度度

ＵＵＥＥＮＮＯＯＨＨＡＡＲＲＡＡ　ＣＣＩＩＴＴＹＹ　　 ＩＩＮＮＦＦＯＯＲＲＭＭＡＡＴＴＩＩＯＯＮＮ

空空
間間
放放
射射
線線
量量
等等
測測
定定
値値
報報
告告

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制

度
に
よ
り
支
給
対
象
と
な
る
被
保
険
者
の
方

に
対
し
て
、
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療

養
費
支
給
申
請
勧
奨
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

今
回
お
送
り
す
る
申
請
勧
奨
通
知
は
、
世

帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

の
方
全
員
の
平
成
22
年
8
月
か
ら
平
成
23
年

7
月
ま
で
の
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己

負
担
額
を
合
計
し
た
額
が
、
基
準
額
を
超
え

た
場
合
に
お
送
り
し
ま
す
。

な
お
、
申
請
勧
奨
通
知
に
記
載
さ
れ
て
い

る
支
給
額
は
、
支
給
で
き
る
見
込
額
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
申
請
勧
奨
通
知
は
、
支
給
対
象
と

な
る
被
保
険
者
の
方
に
、
平
成
24
年
1
月
初

旬
頃
郵
送
し
ま
す
。

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
に
は
、
申

請
の
対
象
と
な
る
旨
の
お
知
ら
せ
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

平
成
22
年
8
月
〜
平
成
23
年
7
月
の
間
に

・
市
町
村
を
越
え
て
転
居
さ
れ
た
方

・
他
の
医
療
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
制
度
に

移
ら
れ
た
方

・
死
亡
さ
れ
た
方

●
申
請
場
所

平
成
23
年
7
月
31
日
に
住
所
の
あ
っ
た
市

町
村
窓
口

●
持
ち
物
　

申
請
勧
奨
通
知
に
添
付
さ
れ
て
い
る
申
請

書
お
よ
び
支
給
申
請
に
つ
い
て
の
お
知
ら

せ
、
印
鑑
、
振
込
先
口
座
の
分
か
る
も
の

※
被
保
険
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
は
、
法

定
相
続
人
の
方
の
申
請
と
な
り
ま
す
が
、

別
途
誓
約
書
の
記
入
お
よ
び
戸
籍
等
が
必

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
蕁

0
5
5
―

2
3
6
―

5
6
7
1
）、
市
民
課

国
保
年
金
担
当
（
蕁
62
―

3
1
1
2
）

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
と
は
、
医
療
と
介
護
の
両
方
の
自
己
負
担
額
が
高

額
に
な
っ
た
世
帯
に
対
し
て
、
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
を
合
算
し
た
額
が
、
基

準
額
を
超
え
た
場
合
に
そ
の
差
額
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

市
で
は
、
帝
京
科
学
大
学
と
協
力
し
て
、
平
成
24
年
3
月
ま
で
子
ど
も
が
多
く
利
用
す

る
施
設
を
中
心
に
、市
内
42
個
所
で
独
自
に
放
射
線
量
等
の
測
定
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
11
月
実
施
分
の
市
内
の
空
間
放
射
線
量
の
測
定
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

な
お
、
放
射
線
等
の
用
語
や
単
位
な
ど
に
つ
い
て
は
、
広
報
9
月
号
4
〜
5
ペ
ー
ジ

「
放
射
線
を
学
ぼ
う
」
な
ど
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

測定場所
大目出張所
大目保育所

●　大野貯水池
甲東出張所
甲東保育所
巌 出 張 所
巌 保 育 所
沢松幼稚園
上野原西小学校
上野原西中学校

●　コモアしおつ公園
上野原高校

●　帝京科学大学
島田出張所
島田保育所
島田幼稚園
島田小学校
島田中学校

●　少年野球場
●　桂 川 球 場
秋 山 支 所

測定場所
秋山保育所
秋山小学校
秋山中学校
大鶴出張所
大鶴小学校
上野原市役所
第一保育所
第二保育所
上野原幼稚園
羽佐間幼稚園
上野原小学校
上野原中学校
日大明誠高校

● 諏 訪 神 社
● 牛 倉 神 社
棡原出張所
棡原保育所
棡原小学校
西原出張所
西原保育所
西原小学校

5㎝
0.049
0.077
0.044
0.069
0.076
0.051
0.063
0.058
0.051
0.068
0.041
0.062
0.051
0.071
0.063
0.064
0.074
0.059
0.047
0.063
0.074

1ｍ
0.053
0.065
0.037
0.058
0.072
0.050
0.059
0.056
0.047
0.067
0.041
0.048
0.045
0.060
0.063
0.052
0.064
0.050
0.048
0.053
0.075

5㎝
0.066
0.050
0.052
0.059
0.062
0.047
0.082
0.086
0.062
0.073
0.068
0.067
0.059
0.061
0.055
0.068
0.058
0.062
0.093
0.087
0.097

1ｍ
0.063
0.051
0.050
0.064
0.058
0.045
0.071
0.078
0.056
0.065
0.073
0.064
0.059
0.054
0.052
0.055
0.058
0.057
0.079
0.076
0.085

◆市内の空間放射線量の測定結果　　　　　　　　　（単位：μＳｖ／ｈ）

※　●印がついている測定場所については、11月16日の測定結果です。

その他の測定場所は、11月17日の測定結果です。

●問い合わせ 生活環境課生活環境担当（蕁62－3114）



ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
被
害
に
遭
わ

れ
た
地
域
で
は
、
復
旧
・
復
興
に

30
年
あ
る
い
は
50
年
以
上
か
か
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
先
が
見
通
せ
な
い
な

か
で
も
、
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
国
民
一
人
ひ
と
り
が
復

興
復
旧
に
向
け
て
力
を
合
わ
せ
一

丸
と
な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
私
は
、
市
長
と
し
て
ま

た
個
人
と
し
て
も
、
で
き
る
か
ぎ

り
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

結
び
に
、
こ
の
一
年
間
、
市
政

運
営
に
対
し
て
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
来
年
も
大
き
な
事
業
が
ひ

か
え
て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、

市
政
運
営
に
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

幸
せ
で
楽
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
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「
一
年
を
振
り
返
っ
て
・
・
」

い
よ
い
よ
肌
を
さ
す
よ
う
な
北

風
が
吹
き
一
段
と
寒
く
な
る
季

節
、
今
年
も
余
す
と
こ
ろ
一
か
月

弱
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
一
年
を
振
り
返
る
と
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

1
月
は
、
山
梨
県
知
事
選
挙
と

市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
3
月
は
、
東
日
本
大
震
災
が

発
生
し
多
く
の
方
が
亡
く
な
り
ま

し
た
。
4
月
は
、
県
議
会
議
員
選

挙
が
行
わ
れ
、
7
月
は
、
記
録
的

な
猛
暑
が
連
日
の
よ
う
に
続
き
ま

し
た
。
8
月
は
、
度
重
な
る
台
風

の
上
陸
に
よ
り
災
害
が
多
発
し
ま

し
た
。
9
月
は
、
首
相
の
交
代
、

10
月
は
、
円
高
、
ド
ル
安
に
歯
止

め
が
か
か
ら
ず
、
11
月
は
、
Ｔ
Ｔ

Ｐ
問
題
と
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
や
課
題
に
翻
弄
さ

れ
た
一
年
で
し
た
。

な
か
で
も
、
3
月

11
日
に
発
災
し
た
東
日

本
大
震
災
で
は
、
地
震
、
津
波
に

よ
る
死
者
・
行
方
不
明
者
が
、
約

2
万
人
弱
に
の
ぼ
り
、
さ
ら
に
、

福
島
第
1
原
発
か
ら
30
キ
ロ
圏
内

の
方
は
、
他
地
域
へ
の
避
難
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
、
市

内
に
非
難
さ
れ
た
方
も
い
ま
す
。

多
く
の
避
難
さ
れ
た
方
は
、
こ
の

厳
冬
の
冬
に
仮
設
住
宅
な
ど
で
正

月
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
現
実
を
真
摯

に
受
け
と
め
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
私
は
、
人

の
命
の
尊
さ
や
原
子
力
の
平
和
的

利
用
が
本
当
に
必
要
か
否
か
、
国

民
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
問

に
対
し
て
原
点
に
立
ち
返
り
、
こ

れ
ら
の
こ
と
を
考
え
な
お
す
大
切

な
こ
と
を
こ
の
震
災
で
突
き
つ
け

長 室
だ
よ
り

市
「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と

の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」
は
、
市
長
が

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
地
域
の
身

近
な
課
題
や
提
言
等
を
直
接
お
伺

い
し
、
お
答
え
す
る
も
の
で
す
。

●
日
時

12
月
22
日（
木
）午
前
9

時
〜
11
時

※
毎
月
1
回
、
2
時
間
を
目
安
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

●
方
法

1
人
ま
た
は
1
組（
5
人

程
度
）を
対
象
と
し
て
、
対
話
時

間
は
お
お
む
ね
20
分
間
で
す
。

「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」

第
6
回
目
と
な
る
「
飛
び
出
せ
、

市
長
室
！！
」
は
、
11
月
7
日
、
旧

沢
松
小
学
校
で
行
わ
れ
た
「
沢
松

地
区
ふ
れ
あ
い
教
室
（
沢
松
地
区

親
和
会
）」
に
市
長
が
お
伺
い
し
、

参
加
者
と
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
「
新
病
院
建
設
の
進

捗
状
況
」「
消
防
署
建
設
予
定
地

に
つ
い
て
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

飛
び
出
せ
市
長
室

は
、
お
伺
い
し
た
意
見

を
市
政
運
営
の
一
助
と

し
て
活
用
し
、
み
な
さ

ん
と
市
政
に
関
す
る
相

互
理
解
を
深
め
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
引
き
続
き

み
な
さ
ん
の
と
こ
ろ
に

訪
問
し
、
ご
意
見
を
伺

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当

（
蕁
62
―

3
1
1
8
）

「「飛飛びび出出せせ、、

▲沢松地区親和会のみなさんと新病院建設について活発に

意見交換する江口市長
市
で
は
、
市
内
で
活
動
し
て
い

る
サ
ー
ク
ル
や
集
ま
り
な
ど
に
市

長
が
直
接
お
伺
い
し
、
日
ご
ろ
の

活
動
を
拝
見
し
な
が
ら
意
見
交
換

す
る
「
飛
び
出
せ
、
市
長
室
!!
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
場
所
　
市
長
室

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当
（
蕁
62

―

3
1
1
8
蕭
62
―

5
3
3
3
）

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp

市市長長室室！！！！」」

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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あなたは大丈夫？
パートナーから暴力をふるわれていませんか？
パートナーに暴力をふるっていませんか？
パートナーに暴力をふるうことをＤＶ（ドメスティッ

クバイオレンス）と言います。これは、肉体的な暴力だ
けでなく、相手の人格を否定するような言葉や無視など
も含まれます。
女性の2割以上、男性の1割以上がこの被害に遭ってい

るという調査結果があります。女性は肉体的な被害を受
け、男性は、言葉による被害が多いようです。人間関係
を築くうえでさまざまな問題が生じるのは当然のことで
す。それを話し合いで解決していくことが必要です。
話し合いで、相手が理解できないから、理解してくれ

ないからと暴力で分からせようとすることは、良いこと

ではありません。例え、自分に否があったとしても暴力
をふるわれて良いことはありません。本来、人間関係は、
平等であるはずであり、特にパートナーとの関係は、平
等が前提での付き合いであるはずです。そこに、問題解
決のために暴力をふるうという選択肢はありません。暴
力は力の押しつけであって、決して平等とは相容れない
ものだからです。たとえ相手に理解されなくても話し合
いでの解決をするのが基本です。暴力をふるわれたとき
に自分が悪かったからと考える必要はありません。パー
トナーとの関係でいかなる理由があったとしても暴力は
許されるものではありません。
一般的にＤＶは、エスカレートしやすいと言われてい

ます。最初は冗談でも次第に激しくなっていくようです。
できる限り初期の段階で良好な関係を築く様に自分の気
持ちを相手に伝えましょう。もし、それができない状態
なら迷わずに市福祉課の専門窓口に相談しましょう。
●相談窓口 福祉課子育て支援担当（蕁62－3115）
●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62－3117）

（上野原市男女共同参画推進委員会）

市市長長へへのの手手紙紙
市市でではは、、市市役役所所正正面面玄玄関関とと教教育育委委員員会会窓窓口口にに、、市市長長へへのの手手紙紙ボボッッ
ククススをを設設置置ししままししたた。。ここれれはは、、市市民民ののみみななささんんかかららのの市市へへのの要要望望やや
ごご意意見見をを伺伺ううたためめにに設設置置ししたたももののでですす。。市市にに対対ししててごご意意見見やや要要望望がが
ああるる方方はは、、ボボッッククススのの脇脇にに置置いいててああるる要要望望用用紙紙にに、、ごご記記入入ののううええ投投
函函ししててくくだだささいい。。

《
市
長
へ
の
手
紙
紹
介
》

◆
コ
モ
ア
道
路
の
舗
装
改
善

・
手
紙
の
内
容

コ
モ
ア
し
お
つ
が
で
き
て
20

年
ほ
ど
に
な
る
。
木
々
の
成
長

の
た
め
か
道
路
の
ひ
び
割
れ
が

目
に
つ
い
て
不
安
に
な
る
。
道

路
の
舗
装
改
善
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

・
返
答
内
容

歩
車
道
は
、
道
路
の
施
工
以

来
20
年
近
く
が
経
過
し
樹
木
の

生
長
に
と
も
な
う
タ
イ
ル
の
押

し
上
げ
、
老
朽
化
や
冬
の
凍
結

に
よ
る
影
響
等
に
よ
り
路
面
の

ゆ
が
み
が
生
じ
た
状
況
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
22
年

度
よ
り
歩
道
に
つ
い
て
は
イ
ン

タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
張
替
工
事
、

車
道
に
つ
い
て
は
、
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
工
事
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
継
続
的
・
計
画

的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.64

◆
市
内
の
湧
水
地
の
公
表
と
水
質

検
査
の
表
示
に
つ
い
て

・
手
紙
の
内
容

市
内
の
神
社
や
各
地
区
に
清

ら
か
な
水
が
わ
き
出
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
災
害
時
等

で
上
水
道
が
断
水
し
た
時
な
ど

に
使
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
市
内
に
は
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
が
多
く
、
ハ
イ
カ
ー
や
観

光
客
に
と
っ
て
水
場
に
検
査
結

果
の
表
示
が
あ
れ
ば
親
切
で
は

と
思
い
ま
す
。

人
手
が
足
り
な
い
よ
う
で
あ

れ
ば
場
所
の
調
査
や
看
板
の
設

置
等
の
協
力
が
で
き
る
の
で
、

ぜ
ひ
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
返
答
内
容

ご
指
摘
の
湧
水
地
点
調
査
に

つ
い
て
は
、
現
在
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
市
で
は
、
鶴
川
、
仲

間
川
、
秋
山
川
で
の
水
質
調
査
、

市
内
ゴ
ル
フ
場
下
流
域
で
の
水

質
調
査
、
井
戸
の
水
質
調
査
を

通
じ
て
、
水
環
境
の
調
査
に
努

め
て
お
り
、
今
後
も
継
続
的
に

行
っ
て
経
年
的
な
変
化
を
と
ら

え
て
い
く
予
定
で
す
。
今
後
、

新
た
に
野
外
に
お
け
る
湧
水
地

点
調
査
を
行
う
場
合
に
は
、
市

民
の
み
な
さ
ん
へ
の
ご
協
力
を

呼
び
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

◆「市長への手紙」ボックス

にかぶせてある手作りカバ

ーは、上野原リサイクルの

会からいただいたものです。
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

上野原地区 小俣 天音
あ ま ね

ちゃん（5歳）
幸之輔
こ う の す け

くん（3歳）
浩さんと佐栄さんの長女・長男

“いつもいっしょに大笑いしようね”

大
掃
除
は
お
早
め
に

《
年
末
年
始
の

ご
み
の
受
付
に
つ
い
て
》

こ
れ
か
ら
年
末
を
迎
え
、
大
掃

除
な
ど
で
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご

み
が
増
え
ま
す
。
年
末
は
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
が
大
変
混
雑
し
、
ご

み
を
処
分
す
る
の
に
長
い
間
お
待

た
せ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
年

末
の
ご
み
の
持
ち
込
み
は
、
な
る

べ
く
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
持
ち
込
む
際
は
あ
ら
か
じ
め
家

庭
で
分
別
を
行
っ
て
か
ら
持
ち
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
12
月
31
日
か
ら
1
月
3

日
ま
で
の
ご
み
の
収
集
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ご
み
は
各
家
庭
で
保
管
し

て
お
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
長

期
間
、
ご
み
を
集
積
所
な
ど
に
放

置
す
る
と
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に

多
大
な
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
絶
対
に
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

■
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

営
業
時
間

●
平
日

午
前
8
時
30
分
〜
11
時

50
分
、
午
後
1
時
〜
4
時
30
分

●
土
曜
日

午
前
8
時
30
分
〜
11

時
50
分

※
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
、
12
月
31

日
か
ら
1
月
3
日
は
休
み
と
な

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
蕁
63
―

5
3
5
3
）

3
月
22
日（
木
）ま
で
の
毎
週
木

曜
日

各
コ
ー
ス
と
も
に
午
前
11
時
か

ら
午
後
1
時

■
定
員

各
コ
ー
ス
15
名

■
場
所

秋
山
温
泉

※
送
迎
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。
現
地

で
の
集
合
・
解
散
に
な
り
ま
す

の
で
、
自
家
用
車
ま
た
は
、
秋

山
温
泉
の
無
料
定
期
バ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
参
加
料

1
回
2
0
0
円

※
参
加
料
と
は
別
に
、
保
険
料
8

0
0
円
か
か
り
ま
す
。

※
昼
食
代
は
、
自
己
負
担（
毎
回

5
0
0
円
）で
す
。

■
参
加
に
関
す
る
注
意
点

・
原
則
週
１
回
、
3
か
月
間
事
業

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
介
護
予
防
を
重
点
的
に
行
う
必

要
の
あ
る
方
を
優
先
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

・
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

長
寿
健
康
課
高
齢
者
介
護
担
当

ま
た
は
、
秋
山
支
所
や
各
出
張
所

へ
印
鑑
を
持
参
の
う
え
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切

12
月
16
日（
金
）午
後
5
時
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
│

4
1
3

3
）

小
規
模
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
桜
の
里
」
開
設

社
会
福
祉
法
人
緑
水
会
で
は
、

小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（
仮
称
）「
桜
の
里
」を
平
成
24
年
4

月
か
ら
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、
施

設
開
設
に
あ
た
り
、
施
設
へ
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

《
入
居
者
募
集
》

●
申
込
受
付
期
限
　
12
月
30
日

（
金
）

●
定
員

29
名

※
申
込
み
方
法
や
入
所
者
の
決
定

な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

「
桜
荘
」
桜
の

里
準
備
室
生
活
相
談
員
前
田

（
蕁
66
│

2
3
5
1
）

元
気
い
き
い
き
教
室
参
加
者

を
募
集
し
ま
す

市
で
は
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん

が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
き
い
き

と
生
活
を
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、「
元
気
い
き
い
き
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。

■
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以

上
の
方
で
、
要
介
護
等
認
定
を
受

け
て
い
な
い
方

■
開
催
内
容

《
室
内
運
動
コ
ー
ス
》

●
内
容

椅
子
体
操
を
中
心
に
さ

ま
ざ
ま
な
運
動
を
行
い
、
日
常

動
作
に
必
要
な
筋
力
や
バ
ラ
ン

ス
力
な
ど
を
養
い
ま
す
。

●
日
時

《
火
曜
日
》
1
月
10
日（
火
）か
ら

3
月
27
日（
火
）ま
で
の
毎
週
火

曜
日
（
計
11
回
実
施
）
祝
日
除

《
金
曜
日
》
1
月
13
日（
金
）か
ら

3
月
23
日（
金
）ま
で
の
毎
週
金

曜
日
（
計
11
回
実
施
）

い
ず
れ
も
午
前
11
時
か
ら
午
後

1
時

《
プ
ー
ル
運
動
コ
ー
ス
》

●
内
容

水
の
浮
力
・
抵
抗
・
水

圧
に
よ
っ
て
、
膝
や
腰
へ
の
負

担
が
軽
く
な
っ
た
状
態
で
さ
ま

ざ
ま
な
運
動
を
行
い
、
全
身
の

バ
ラ
ン
ス
力
や
筋
力
を
向
上
さ

せ
、
膝
痛
予
防
、
腰
痛
予
防
、

転
倒
予
防
に
つ
な
げ
ま
す
。

●
日
時

《
水
曜
日
》
1
月
11
日（
水
）か
ら

3
月
28
日（
水
）ま
で
の
毎
週
水

曜
日

《
木
曜
日
》
1
月
12
日（
木
）か
ら

年末のクリーンセンターへのゴミの持ち込

みは、なるべく早めにお願いします。



★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日（祝日除く）

午前9：00～11：00
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※車でお越しの方は、旧役場跡地に駐車してくだ
さい。

※日時等でご都合のつかない方は、保健担当へお
問い合わせください。

★乳幼児健診（12/1～1/20の予定）

※詳細については該当児にお知らせを郵送します。

★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険加入者

75歳以上の後期高齢者医療制度の被
保険者

◎健 診 料 自己負担金　14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み お早めに各実施機関に直接お申し込
みください。

※オプション検査・料金・実施日・送迎日・持ち
物など、詳細は各施設へお問い合わせください。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気

になる」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大
変」などの悩みごとに対し、心理相談員、保健師
が相談を行います。
◎日　　時 12月26日（月）予約制となります。
◎対　　象 市内在住の就学前の子と保護者
◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。

★集団検診のご案内
今年度予定していた集団検診は、既に終了しま

したが、検診の機会を逃した方のために、次の日
程で集団検診を実施します。
◎日　　時 平成24年1月28日（土）午前
◎会　　場 もみじホール
◎定　　員 240名（乳がん検診は80名です）
◎検診項目：対象年齢　

・特定（基本）健診：20歳以上、
・各種がん検診（胃がん・肝がん・大腸
がん・肺がん・前立腺がん・乳がん
検診）：30歳以上
※前立腺がんは50歳以上
※年齢は、平成24年4月1日現在です。

◎申込期限 12月9日（金）
※検診の詳細や申込みについては、保健センター、長

寿健康課（市役所6番窓口）、秋山支所、各出張所に

用意してある「ご案内」をご確認のうえお申し込み

ください。

★肺がんＣＴ検診のご案内
市では「胸部ＣＴ検診車による肺がん検診」を

実施します。この検診は、肺がんの早期発見に非
常に有効であると言われています。対象となる方
は、ぜひお申し込みください。
◎日　　時 平成24年1月28日（土）午前
◎会　　場 もみじホール
◎定　　員 60名
◎費　　用 2,000円（通常検診料は1万円前後です）
◎対 象 者 40歳以上74歳以下で喫煙指数600以上の

方とその同居家族
※年齢は、平成24年4月1日現在です。

※喫煙指数＝1日に吸うタバコの本数×喫煙している

年数（過去の喫煙も含む）

◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みくださ
い。

◎申込期限 12月9日（金）
※ただし、定員
になり次第締
め切ります。
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申込み・問い合わせ
0554－62－5121

0120－28－5592

042－644－3721

055－263－7071
042－622－7268

実施機関
上野原市立病院

山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

クアハウス石和（笛吹市）
多摩相互病院（八王子市）

送迎
なし

一部あり

なし

一部あり
なし

午前

午後

午前

午後

3～4か月児

9～10か月児

1歳6か月児

3 歳 児

2 歳 児

健 診

幼 児

歯 科 検 診

実施日

12月16日（金）
1月 6日（金）
12月14日（水）
12月19日（月）
1月18日
（水）
1月18日
（水）

該当児

平成23年7月18日～9月1日生
平成23年2月16日～3月31日生
平成22年4月13日～5月31日生
平成20年7月1日～8月15日生
平成21年10月1日～11月15日生
平成21年11月16日～12月31日生
平成22年6月1日～8月31日生
平成20年10月4日～12月31日生
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簿
は
、
本
人
か
ら
の
申
請
に
基
づ

き
、
市
農
業
委
員
会
が
審
査
し
、

選
挙
管
理
委
員
会
が
調
製
し
ま

す
。市

農
業
委
員
会
で
は
、
12
月
に

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登

載
申
請
書
を
配
布
し
ま
す
。
平
成

24
年
1
月
1
日
現
在
で
、
次
の
資

格
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
申
請

書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
該
当
者
で
用
紙
が
届
か

な
い
方
は
、
市
農
業
委
員
会
ま
た

は
秋
山
支
所
、
各
出
張
所
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
の
個
人
郵
送
は
行
い
ま

せ
ん
の
で
、
広
報
に
折
り
込
ん

で
あ
り
ま
す
申
請
書
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
名
簿
登
載
資
格
要
件

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

20
歳
以
上
の
方
（
平
成
4
年
4

月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

さ
ら
に
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い

て
、
耕
作
の
業
務
を
営
む
方

②
右
記
の
方
と
同
居
す
る
親
族
ま

た
は
同
居
す
る
親
族
の
配
偶
者

で
、
年
間
概
ね
60
日
以
上
耕
作

に
従
事
す
る
方

●
申
請
書
提
出
先

市
農
業
委
員
会
、
ま
た
は
、
秋

山
支
所
、
各
出
張
所

●
提
出
期
限

1
月
10
日（
火
）

※
名
簿
登
載
者
は
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
の
選
挙
権
と
被
選
挙
権
が
与

え
ら
れ
ま
す
。

《
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
》

選
挙
人
名
簿
は
、
次
の
期
間
に

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
縦
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
脱
漏
ま
た
は

誤
載
が
あ
る
と
き
は
異
議
を
申
し

出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
縦
覧
期
間

2
月
23
日（
木
）

か
ら
3
月
8
日（
木
）

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
蕁
62
―

3

1
1
9
）

成
人
式
に
参
加
し
よ
う

市
で
は
、
平
成
24
年
成
人
式
を

実
施
し
ま
す
。

●
日
時

1
月
9
日
（
祝
）
午
前

10
時
　
受
付
開
始

●
会
場

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
対
象
者

平
成
3
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
4
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方

※
招
待
状
は
送
付
し
ま
せ
ん
の

で
、
該
当
す
る
方
は
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
市
内
に
住
所
が
な
く
て
も
、
当

市
出
身
者
で
あ
れ
ば
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
社

会
教
育
担
当
（
蕁
62
│

3
4
0

9
）

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

農
地
の
売
買
や
賃
借
、
農
地
を

農
地
以
外
に
転
用
す
る
場
合
は
、

農
地
法
に
基
づ
く
許
可
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

■
12
月
の
申
請
書
提
出
期
限

12
月
12
日（
月
）ま
で

※
早
め
に
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

な
お
、
詳
細
は
農
業
委
員
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
蕁
62
―

3
1

1
9
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
登
載
に
と
も
な
う
申
請
書

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
で
投
票

で
き
る
方
は
、
一
般
選
挙
と
異
な

り
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
方
の
み
で

す
。
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

水
道
に
も
冬
支
度
を

《
マ
イ
ナ
ス
4
度
は

水
道
管
凍
結
の
赤
信
号
》

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
4
度
以
下
に

な
る
と
水
道
管
の
凍
結
や
破
裂
が

多
く
な
り
ま
す
。
冬
季
に
は
、
必

ず
水
道
管
の
防
寒
を
心
掛
け
て
く

だ
さ
い
。

《
年
末
年
始
の
緊
急
対
応
》

年
末
年
始
の
緊
急
対
応
は
、
次

の
業
者
が
当
番
体
制
で
対
応
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

東
部
地
域
広
域

水
道
企
業
団（
蕁
22
│

0
0
9
9
）

給
水
装
置
は

お
客
様
の
財
産
で
す

道
路
内
の
配
水
管
の
分
岐
部
分

か
ら
各
家
庭
の
蛇
口
ま
で
の
給
水

装
置
は
、
お
客
様
の
所
有
（
財
産
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

給
水
装
置
の
故
障
に
よ
り
修
理

が
必
要
な
場
合
、
道
路
内
で
あ
れ

ば
東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団
で

修
理
し
ま
す
が
、
お
客
様
の
敷
地

内
で
あ
れ
ば
水
道
工
事
店
（
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
）
に
依
頼

し
て
修
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

給
水
装
置
の
故
障
を
見
つ
け
る

に
は
、
月
に
一
度
の
漏
水
チ
ェ
ッ

ク
が
有
効
で
す
。

《
漏
水
チ
ェ
ッ
ク
方
法
》

①
敷
地
内
の
水
道
の
蛇
口
を
全
部

し
め
て
く
だ
さ
い
。

②
水
道
メ
ー
タ
ー
の
蓋
を
開
け
ま
す
。

③
メ
ー
タ
ー
の
な
か
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
マ
ー
ク（
銀
色
の
星
形
）が
回

っ
て
い
な
い
か
確
認
し
ま
す
。

④
右
回
り
に
少
し
で
も
回
っ
て
い

れ
ば
水
が
流
れ
て
お
り
、
漏
水

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

⑤
漏
水
の
と
き
は
、
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
で
修
理
し
て
く

だ
さ
い
。

漏
水
に
よ
る
資
源
の
無
駄
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

東
部
地
域
広
域

水
道
企
業
団（
蕁
22
│

0
0
9
9
）

日　程
12月29日
12月30日
12月31日
1月 1日
1月 2日
1月 3日

組合業者名
市川設備工業
㈱オカダ管工
㈲高井設備
㈱アビタシオン・オノ

㈲協栄電気
氏家工業（株）

住　　所
桑久保164
鶴島1112
秋山3501
上野原683ｰ2
上野原627
上野原684ｰ4

電　話
66ｰ2564
63ｰ5247
56ｰ2541
62ｰ5298
63ｰ0335
63ｰ0820

上野原市上下水道組合（年末年始当番業者）
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12
月
4
日
〜
10
日
は

人
権
週
間
で
す

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
本
年
も
12
月
4
日

か
ら
10
日
ま
で
の
1
週
間
を
「
人

権
週
間
」
と
定
め
、
市
民
の
み
な

さ
ん
に
人
権
の
尊
重
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

《
平
成
23
年
度
啓
発
重
点
目
標
》

■
人
権
問
題
や
も
め
ご
と
で
お
困

り
の
方

都
留
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と

甲
府
地
方
法
務
局
大
月
支
局
で

は
、
人
権
に
対
す
る
意
識
を
高
め

て
い
た
だ
く
よ
う
啓
発
に
努
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
人
権
問
題
や
も
め
ご
と

で
お
困
り
の
方
を
対
象
に
相
談
窓

口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
相
談
窓
口
》

・
子
ど
も
の
人
権
110
番（
蕁
0
1

2
0
│

0
0
7
│

1
1
0
）

・
甲
府
地
方
法
務
局
大
月
支
局

（
蕁
22
│

0
7
9
9
）

ま
た
、
市
で
は
、
定
例
人
権
相

談
を
毎
月
2
回
開
催
し
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
総

務
担
当
（
蕁
62
│

3
1
1
5
）

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の

お
知
ら
せ

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
就
学

前
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
親
子

で
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
、
保
護

者
の
情
報
交
換
の
場
所
と
し
て
開

放
し
て
い
ま
す
。

●
日
時

12
月
7
日（
水
）、14
日

（
水
）、21
日（
水
）、27
日（
火
）、
1

月
5
日（
木
）午
前
9
時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

※
プ
レ
イ
ル
ー
ム
内
に
お
い
て

「
お
も
ち
ゃ
病
院（
第
2
、
4
週

の
午
前
11
時
〜
正
午
）」を
開
設

し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
5
）

上
野
原
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ

合
唱
団
発
表
会

上
野
原
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
合
唱
団

で
は
、
上
野
原
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
合

唱
団
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

ＰＰＩＩＣＣＫＫ　ＵＵＰＰ
ＮＮＥＥＷＷＳＳ

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち

育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
〜

12月29日（木）から来年1月3日（火）まで市役所の平常業

務はお休みです。前もってできる届出等は、早めに済ま

せましょう。なお、各種業務については次のとおりで

す。

■クリーンセンター

年末のごみ収集業務は、12月30日（金）まで行います。
クリーンセンターに直接ごみを持ち込む場合は、可燃
物・不燃物とも12月30日（金）の午後4時30分までとなりま
す。
また、例年施設内が大変混み合い、ゴミを処分するの

に30分以上お待ちいただくことがあります。できるかぎ
り年末をさけ、早めにゴミの処分をするようお願いしま
す。年末年始は大量のゴミが排出されます。ゴミの集積
場などに放置すると地域のみなさんに迷惑がかかります
ので、何回かに分けて排出するか家庭内で保管するよう
ご理解とご協力をお願いします。
なお、年始は4日（水）から平常どおり業務を行います。

■火葬業務

火葬業務は、来年1月1日（祝）から3日（火）まで休みと
なります。
■市立図書館

市立図書館は、12月27日（火）から来年1月4日（水）まで
休館となります。
■もみじホール

もみじホールは、12月28日（水）から来年1月4日（水）ま
で休館となります。
《市立病院》

市立病院の診療は、12月29日（木）から来年1月3日（火）
まで休診します。ただし、救急対応は行います。
また、小児科外来については、「小児初期救急医療セン

ター（富士吉田市緑ケ丘2―7―21）」をご利用ください。
●問い合わせ 市立病院（蕁62―5121）
《新湯治場秋山温泉》

秋山温泉は、年末年始も休まず営業します。ただし、
12月31日（土）は、午前10時から午後5時までとなります。
送迎バスは、12月31日（土）は、午後4時30分発のバスが

最終となります。また、1月1日（祝）から1月3日（火）まで
は運休します。
●問い合わせ　新湯治場秋山温泉（蕁56―2611）
《市民プール》

市民プールは、12月27日（火）から1月3日（火）まで休館
となります。
●問い合わせ 上野原スポーツプラザ市民プール（蕁63―
6070）

●
日
時

12
月
10
日（
土
）午
後
0

時
30
分
開
場
　
午
後
1
時
開
演

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

《
第
一
部
》
講
演
「
沖
縄
戦
の
悲

劇
」
沖
縄
戦
で
ひ
め
ゆ
り
学
徒

隊
に
配
属
さ
れ
た
経
験
を
語

る
。（
講
師
　
元
ひ
め
ゆ
り
学

徒
隊
　
与
那
覇
百
子
）

《
第
二
部
》
合
唱
「
ぞ
う
れ
っ
し

ゃ
が
や
っ
て
き
た
」
全
11
曲

●
入
場
料
　
無
料
（
全
席
自
由
）

●
後
援
　
市
教
育
委
員
会

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
ぞ
う
れ

っ
し
ゃ
合
唱
団
　
星
野
（
蕁
66

│

3
7
9
1
）

年末年始の
市役所等業務

クリーンセンター

火葬業務

市立図書館

もみじホール

市立病院

新湯治場秋山温泉

市民プール
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

上
野
原
市
平
成
24
年
度
入
札

参
加
資
格
申
請
書
の
提
出
の

お
知
ら
せ

平
成
24
年
度
に
お
い
て
、上
野

原
市
が
発
注
す
る
競
争
入
札
に
参

加
を
希
望
す
る
方
は
、入
札
参
加
資

格
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
次
の
要
領
の
と
お
り
資

格
審
査
の
申
請
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
の
申
請
は
、
平
成

24
年
度
の
追
加
申
請
と
な
り
ま
す

の
で
、
す
で
に
平
成
23
年
・
24
年

度
の
申
請
を
し
て
い
る
方
は
、
今

回
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

《
上
野
原
市
平
成
24
年
度
入
札
参

加
資
格
申
請
書
提
出
要
領
》

●
資
格
審
査
の
種
類

①
建
設
工
事

②
測
量
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
③
物
品
製
造
等
（
物
品
の
製
造
・

販
売
、
役
務
の
提
供
等
）

●
受
付
期
間

平
成
24
年
1
月
4
日（
水
）〜
31

日（
火
）

※
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時

●
有
効
期
限

平
成
24
年
4
月
1

日（
日
）〜
平
成
25
年
3
月
31
日

（
日
）の
1
年
間

●
受
付
方
法

持
参
ま
た
は
郵
送

※
郵
送
の
場
合
は
受
付
期
間
内
必

着
※
郵
送
で
受
領
印
が
必
要
な
場
合

は
、
返
信
用
封
筒（
80
円
切
手

貼
付
）
ま
た
は
ハ
ガ
キ（
50
円

切
手
貼
付
）
を
同
封
す
る
こ
と
。

●
提
出
先

上
野
原
市
役
所
総
務

課
管
財
担
当
（
市
役
所
庁
舎
2

階
）（
〒
4
0
9
│

0
1
9
2

上
野
原
市
上
野
原
3
8
3
2
）

●
申
請
様
式

上
野
原
市
指
定
様

式
（
統
一
様
式
ま
た
は
同
内
容

の
任
意
様
式
も
可
と
す
る
）

※
市
指
定
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

●
製
本
方
法

《
①
建
設
工
事
》
止
め
具
が
金
属

で
な
い
Ａ
4
版
サ
イ
ズ
の
ピ
ン

ク
色
形
の
フ
ラ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル

に
フ
ァ
イ
ル
表
面
お
よ
び
背
面

に
業
者
名
を
記
載
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

《
②
測
量
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
等
》
透
明
の
Ａ
4
版
サ
イ
ズ

の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に
入
れ
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

《
③
物
品
製
造
等
（
物
品
の
製

造
・
販
売
、役
務
の
提
供
等
）》

透
明
の
Ａ
4
版
サ
イ
ズ
の
ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル
に
入
れ
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
管
財
担

当
（
蕁
62
│

3
1
1
7
）

区別

中学校
卒業後の
進学コース

自衛隊の
学資金
貸与制度

募集種目

高等工科学校
（推薦）

高等工科学校
（一般）

貸費学生

資格
中学校卒業
（見込み含）
17歳未満の
男子で中学校長
等が推薦する者
中学校卒業
（見込み含）
17歳未満の
男子

現在大学で理
学・工学を専攻
し、来春3、4年
次および大学院
の学生で26歳未
満（大学院生は、
28歳未満）の
男・女

受付期間
平成23年
11月1日（火）

～
平成23年
12月16日（金）
平成23年
11月1日（火）

～
平成24年
1月6日（金）

平成23年
12月1日（木）

～
平成24年
1月13日（金）

待遇・その他
・全寮制で、規則正しい団体
生活を通じた教育を実施

・高等学校の普通科と同等
の教育を受講

・将来のためのテクノロジ
ー教育を重視

・3学年修了時に高校卒業資
格が得られ、防衛大学校
の受験も可能

・入学～約4年後3等陸曹に
昇任し定年まで勤務可能

・選抜試験に合格すれば幹
部に昇任も可能

・合格発表後、24年4月から
正規の修業年限が終わる
月まで毎月54,000円貸与

・夏休みを利用して将来勤
務する研究開発機関等を
研修

・卒業後は、陸・海・空幹
部候補生として採用され、
幹部自衛官として必要な
教育を受講

・学資金は、自衛官として
一定年限以上勤務すると
返還免除

平成23年度　自衛官等募集案内
自衛隊山梨地方協力本部では、自衛官等の募集を行います。募集、申込みについては、お問い合わせください。
●問い合わせ　自衛隊山梨地方協力本部募集課（蕁055－253－1591）

自衛隊山梨地方協力本部大月地域事務所（蕁0554－22－1298）
試験期日

平成24年
1月7日（土）
～9日（月）の
間で指定する1
日
1次試験

平成24年
1月14日（土）
2次試験

平成24年
1月28日（土）～

31日（火）の指定
する日
1次試験

平成24年
2月4日（土）
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診療科（所）

内科

小児科

小児心臓外科

脳神経外科

外科

胸部外科

肛門科（外科併任）

皮膚科

整形外科

眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

西原診療所

秋山診療所

月曜日

両角・細川

前田

非常勤小児科医交替

長坂

高橋

高橋

柴垣

武田

後藤

桜井

※6

※7

岡本

金曜日

岡本・村田

反頭・進藤

小林

長坂

高橋

高橋

川村

須田
※5大野（時間制限）

山本

豊永

細川

診療時間

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前

午前/午後

午前

午前

午前/午後

午前/午後

午前

午前

午後

火曜日

岡本・村田

石井・津久井大

赤羽

長坂

吉田

吉田

※2

交代制

水曜日

両角・津久井大

反頭・牛島

中根

長坂

吉田

吉田

※1

戸島

館野

水越

長尾

古屋

木曜日

津久井由・瀧山

津久井大・村田

長谷部

喜瀬（予約第1週）
山梨大非常勤医師交代

高橋

平良（予約）

高橋

※3

※4大野（予約）

※
土
曜
日
は
内
科
の
診
療（
常
勤
内
科
医
が
週
交
替
で
診
療
）を
午
前
中
に
行
い
ま
す
。

※1 皮膚科の水曜日は、山口医師が診療を行い、午後1時から3時30分までの受付となります。
※2 整形外科の火曜日は、第2・3週が松原医師、第1・4週が西田医師の診療となります。
※3 整形外科の木曜日は、第2・4週のみ中島医師が診療を行います。
※4 眼科の木曜日の大野医師は、白内障手術対象の方のため、完全予約制外来です。
※5 眼科の金曜日の大野医師は、午前10時30分までに受付した患者様の診療となります。
※6 西原診療所は第1・3週のみ診療を行います。
※7 秋山診療所の月曜日（午前）は、第1・3・5週が村田医師、第2・4週が岡本医師が診療を行います。
※診療予定は都合によりやむを得ず変更となる場合があります。（表は11月21日現在の予定です。）

《上野原市立病院　12月の外来診療のご案内》 ●問い合わせ 市立病院（蕁62－5121）

冬冬のの「「電電気気のの上上手手なな使使いい方方」」
この冬は、東京電力によると電力の安定供給が

確保できるとのことです。しかし、ここでは、大
切な電気を効率よく利用するため、家庭などにお
ける省エネのポイントをご紹介します。

この他の省エネに関する情報についてはホーム
ページでも紹介しています。
●東京電力ホームページアドレス

http://www.tepco.co.jp/setuden/

フィルター掃除はこまめに
フィルターは、2週間に一度を目安に

掃除するとホコリの目詰まりによる暖
房機能の低下を防ぐことができます。

機器を上手に選んで必要な暖かさを
電気ストーブなどは、短時間使用す

る寒い脱衣所やトイレなど部分的に暖
めたい時に活用することを勧めます。



◆募集内容（市民課窓口用封筒）
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

人人権権擁擁護護委委員員

秋山地区にお住まいの原田弘喜さんと巌地
区にお住まいの岡本和洋さんは、10月1日付
けで、法務大臣から人権擁護委員に委嘱され
ました。
今後は、すでに委嘱されている委員ととも

に、人権相談や人権にかかわる意識啓発に努
めていきます。

岡本和洋さん
巌地区

原田弘喜さん
秋山地区

長型3号封筒
縦40袢×横100袢
４口
平成24年4月から
概ね1年間
20,000枚
20,000円／口
封筒裏面
黒単色

規格枠 

て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

市
民
課
窓
口
で
受
領
し
て
く
だ

さ
い
。
広
告
案
は
、
申
込
者
が

作
成
し
、
デ
ー
タ
を
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ

モ
リ
等
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
そ
の
他

・
募
集
す
る
広
告
は
、
公
序
良
俗

に
反
し
な
い
も
の
な
ど
、
一
定

の
制
限
を
設
け
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
財
源
確
保
や
地
域
産

業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
市
民
課
の
窓
口
で
住
民
票
等

を
お
渡
し
す
る
際
に
使
用
す
る
窓

口
用
封
筒
に
掲
載
す
る
広
告
を
募

集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間

12
月
1
日（
木
）〜

28
日（
水
）

◆
応
募
方
法

有
料
広
告
掲
載
申

込
書
に
掲
載
し
よ
う
と
す
る
広

告
の
原
稿（
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
等
）

を
添
え
て
、
市
民
課
へ
提
出
し

広告掲載の対象

規格枠

募集口数

掲載期間

枚数

掲載料／口

掲載場所

色

見本

市
民
課
窓
口
用
封
筒
へ
の
広
告
を
募
集
し
ま
す

・
募
集
広
告
が
、
募
集
口
数
を
超

え
た
場
合
、
抽
選
に
よ
り
掲
載

を
決
定
し
ま
す
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ

市
民
課

窓
口
担
当
（
蕁
62
―

3
1
1
2
）

市市役役所所でで職職場場体体験験
11月9日、上野原市役所で上野原中学校2年の佐

野斗真さん、一ノ宮結さんが職場体験を行いまし
た。最初は、緊張した面持ちながらも、音声告知
端末によるお知らせの録音やホームページ・広報
うえのはらの作成などの職場体験を行いました。
なお、今月号の広報うえのはらカメラアングル右
上段の「北都留森林組合で職場体験」は、実際に
2人が取材をして記事を考え、原稿を入力し作っ
たもので、写真も自分たちで撮影したものです。

《感想》

佐野斗真さん
楽しい職場体験

ができました。
一ノ宮結さん
とても貴重な体

験ができました。
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

広
　
　
告

10月22日から山口県で行われた第
11回全国障害者スポーツ大会フライ
ングディスク競技に、久島真さん
（若あゆ工房）が出場し、みごと銀メ
ダルを獲得しました。

第第1111回回全全国国障障害害者者ススポポーーツツ
大大会会銀銀メメダダルル獲獲得得

第第1133回回山山梨梨県県中中学学校校
新新人人空空手手道道大大会会優優勝勝

10月16日から小瀬武道館で行われ
た第13回山梨県中学校新人空手道大
会女子団体組手に、上野原中学校女
子空手部が出場し、みごと優勝を果
たしました。おめでとうございます。

輝輝けけ！！！！上上野野原原のの星星

●応募・問い合わせ　企画課政策推進担当（蕁62－3118）

市では、広報うえのはらと市ホームページに掲載する広告を
募集しています。募集する広告は、公序良俗に反しないもの
など、一定の制限を設けています。広告の募集は、上野原市
有料広告掲載要綱に基づいて実施します。
詳細については、お問い合わせください。
なお、広報うえのはらに掲載する掲載規格は、右の広告の大
きさが1枠となります。（一枠　縦45.5㎜、横85㎜）
お間違いのないようご注意ください。

第第1133回回山山梨梨県県中中学学校校
新新人人空空手手道道大大会会優優勝勝

10月16日から小瀬武道館で行われ
た第13回山梨県中学校新人空手道大
会男子団体組手に、上野原中学校男
子空手部が出場し、みごと優勝を果
たしました。おめでとうございます。

内内職職作作業業募募集集！！！！
内職などの軽作業、ご家庭の片づけ、草むしり
等、スタッフとメンバーが協力して行います。
※工賃は、全額障害者の方々に分配します。
●連絡先　上野原市地域活動支援センター

上野原福祉作業所（蕁63―4725）

10月16日、小瀬スポーツ公園武道館メインアリーナで行われた第23回会
長杯県下少年空手道選抜大会県予選および第6回はまなす杯全国中学生空
手道選抜大会県予選で次の選手が優秀な成績をおさめ、北海道で行われる
第6回はまなす杯全国中学生空手道選抜大会の出場権を獲得しました。
《中学年男子の部組手個人戦》　田中王琉さん・杉本大樹さん

《中学年男子の部形個人戦》　田中王琉さん

《中学年女子の部形個人戦》　渡部紗季さん

《中学年女子の部組手個人戦》　岡部美玖さん・杉本りささん

《中学年男子の部組手・形個人戦》　齋藤聖也さん

第第3377回回山山梨梨県県中中学学校校
新新人人柔柔道道大大会会優優勝勝

10月23日、小瀬武道館で行われた
第37回山梨県中学校新人柔道大会女
子団体の部で、上野原中学校女子柔
道部が優勝を果たしました。おめで
とうございます。

第第66回回ははままななすす杯杯全全国国中中学学生生
空空手手道道選選抜抜大大会会出出場場

久島真さん（若あゆ工房）

上野原中学校女子空手部

上野原中学校男子空手部

上野原中学校女子柔道部
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＝
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＝
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＝
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「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
エ
イ

ズ
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
夜
間
検
査

12
月
1
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ
デ

ー
」
で
す
。

こ
れ
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機

関
）
が
世
界
的
レ
ベ
ル
で
の
エ
イ

ズ
ま
ん
延
防
止
と
患
者
・
感
染
者

に
対
す
る
差
別
や
偏
見
の
解
消
を

図
る
た
め
に
提
唱
し
て
い
る
も
の

で
す
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
県
で
は
、

エ
イ
ズ
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
夜
間
検
査
を

実
施
し
ま
す
。

●
日
時

《
夜
間
検
査
》
12
月
5
日（
月
）、

7
日（
水
）
午
後
5
時
〜
7
時

《
通
常
検
査
》
月
〜
金
曜
日
午
前

9
時
〜
午
後
4
時

※
検
査
は
匿
名
・
無
料
で
す
が
、

電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

※
感
染
の
心
配
の
あ
っ
た
時
か
ら

3
か
月
ほ
ど
経
過
し
て
い
な
い

と
確
実
な
結
果
を
渡
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

●
検
査
予
約
・
問
い
合
わ
せ

地

域
保
健
課
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
5
）

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
10
月
中
届
出
分
＝

 

 

掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

心
身
障
害
者

自
動
車
燃
料
費
助
成
の
受
付

県
で
は
、
富
士
・
東
部
地
区
に

在
住
す
る
心
身
障
害
者
を
対
象
に
、

心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助
成

の
受
付
を
行
い
ま
す
。

■
請
求
書
用
紙

・
保
健
福
祉
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
印
刷
し
て
く
だ
さ

い
。

・
市
福
祉
課
障
害
福
祉
担
当
の
窓

口
で
も
受
け
取
れ
ま
す
。

■
受
付
期
間
・
1
月
6
日（
金
）〜

2
月
3
日（
金
）

※
郵
送
で
の
受
付
も
可
能
で
す
。

・
郵
送
の
場
合
の
締
切
　
2
月
3

日（
金
）消
印
有
効

■
会
場
受
付
日
・
場
所

・
富
士
吉
田
合
同
庁
舎
　

1
月
6
日（
金
）、
25
日（
水
）

・
上
野
原
市
役
所
展
示
室
2

1
月
11
日（
水
）

■
会
場
受
付
時
間
　
午
前
10
時
〜

午
後
3
時

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
〒
4

0
3
│

0
0
0
5
富
士
吉
田
市

上
吉
田
1
│

2
│

5
（
蕁
0
5
5

5
│

24
│

9
0
3
2
） 伝

　
　
言
　
　
板

上野原地区 平山 こはくちゃん（4歳7か月）
はぐみちゃん（0歳2か月）

雄亮さん真紀さんの長女・二女

“笑顔を絶やさず仲良く元気に育ってね。”

上野原地区 杉本 瑠依
る い

くん（3歳0か月）
拓男さん美春さんの長男

“これからも、優しい元気な子に育ってね。大好きだよ。”



◆ 子 ど も 映 画 館
『まめうしくん』
◎日時　12月10日（土）
午前10時～10時30分
午後2時～2時30分

◆ お は な し 会
『ふゆのようせい

ジャックフロイト』ほか
◎日時　12月17日（土）
午後2時30分～
◎たんぽぽ会

◆ リ ン デ ン ド ー ム
朗 読 館
12月の朗読館はお休みします。

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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甲
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戸
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芳
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巌
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藤
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と
よ
子
）、
久
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静
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栗
辰
夫
（
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田
地
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河
内
晴
子
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誠
明
）、
岡
本
政
明

（
美
知
子
）

上
野
原
地
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森
屋
勝
雄
（
達
明
）、
佐
藤
ま
す
子

（

）、
鈴
木
さ
ち
子
（
雄
幸
）、
中
島

嘉
代
子
（

夫
）、
細
田
泰
一（

田

哲
郎
）、
大
場
み
や
子
（
卓
）、
佐
藤

正
夫
（
淑
惠
）

棡
原
地
区

清
水
肇
（
英
雄
）、鷹
取
義
江
（
英
明
）

西
原
地
区

舩
木
正
彦
（
治
）

秋
山
地
区

原
田
マ
キ
ヨ
（
忠
男
）、加
藤
か
ね
代

（
清
十
郎
）、
小
俣
き
み
子
（
貢
）

一

般

書

◇
『
四
十
八
人
目
の
忠
臣
』

諸
田
玲
子
／
著
　
毎
日
新
聞
社

愛
す
る
磯
貝
十
郎
左
衛
門
と

浪
士
た
ち
の
た
め
、
討
ち
入
り

を
影
か
ら
助
け
、
そ
の
後
、
浪

士
の
遺
族
の
赦
免
、
赤
穂
浅
野

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

☆

年

末

年

始

☆

12
月
27
日（
火
）か
ら
1
月
4
日

（
水
）
ま
で
お
休
み
と
な
り
ま
す
。

●声の広報 市立図書館には、目
の不自由な方のために広報うえ
のはらの内容を録音したテープ
（声の広報）を置いています。
声の広報は、上野原朗読の会

のご協力により録音されていま
す。

家
再
興
の
た
め
将
軍
家
に
近
づ

い
た
実
在
の
女
性
を
主
人
公
に

描
い
て
い
る
。

◇
『
春
か
ら
夏
、
や
が
て
冬
』

歌
野
晶
午
／
著
　
文
藝
春
秋

ス
ー
パ
ー
の
保
安
責
任
者
の

男
と
店
で
万
引
き
を
働
い
た
Ｄ

Ｖ
の
被
害
に
遭
っ
て
い
る
女
。

偶
然
出
会
っ
た
二
人
は
、
驚

く
べ
き
因
縁
で
結
ば
れ
て
い

た
。
絶
望
と
救
済
の
ミ
ス
テ
リ

ー
。

◇
『
三
人
小
町
の
恋
』

田
牧
大
和
／
著
　
新
潮
社

安
倍
晴
明
の
末
裔
と
い
う
の

は
真
っ
赤
な
嘘
。
役
者
顔
負
け

の
美
男
子
・
拝
み
屋
雨
堂
と
、

勝
気
で
お
茶
目
な
弟
子
の
お
こ

と
、
ぶ
っ
飛
び
戯
作
者
甲
悦
が

挑
む
は
、「
丑
の
刻
参
り
」
の

犯
人
捜
し
。
呪
い
の
裏
に
潜
ん

で
い
る
の
は
・
・
・
。

児

童

書

◆
『
マ
キ
ち
ゃ
ん
の
え
に
っ
き
』

い
せ
ひ
で
こ
／
著
　
平
凡
社

◆
『
ク
ラ
ー
ケ
ン
の
島
』

エ
ヴ
ァ
・
イ
ボ
ッ
ト
ソ
ン
／
著

三
辺
律
子
／
訳
　
偕
成
社

◆
『
帰
命
寺
横
丁
の
夏
』

柏
葉
幸
子
／
作
　
講
談
社

絵

本

○
『
み
ー
つ
け
た
』

い
し
い
つ
と
む
／
絵
　
あ
ま
ん

き
み
こ
／
文
　
小
峰
書
店

○
『
ぶ
つ
く
さ

モ
ン
ク
タ
ー
レ
さ
ん
』

西
村
敏
雄
／
絵
　
サ
ト
シ
ン

／
作
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

○
『
じ
て
ん
し
ゃ
が
く
る
よ
』

オ
カ
ダ
ケ
イ
コ
／
絵
　
楠
章

子
／
文
　
自
転
車
産
業
振
興
協

会

広報うえのはら・
あきやま縮刷版発売中

●問い合わせ 企画課
政策推進担当（蕁62－3118）

市立図書館には、多くの書籍を用意
しています。みなさん、市立図書館
の書籍をご活用ください。

図書館イベント情報

満 細

満 細

満 細
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10月24日、市役所庁議室で、山梨県知事表彰状授
与式が行われました。これは、市内の交通死亡事故が
1000日間抑止されたことにともない、上野原市が表
彰されたもので、市内の交通安全協力団体が列席する
なか、代表として市長に表彰状が授与されました。

消したはず 決めつけないで もう一度

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

11月6日、近藤商店前から上野原市役所までの国道20号線などで、上
野原市消防本部・消防団が、防火パレードを行いました。
この防火パレードでは、多くの消防関係者や消防車両が、消防音楽隊

の演奏にあわせて行進し、沿道の観客に火災予防を呼びかけました。
これからの季節は、空気が乾燥し寒い日が続きます。このような季節

は、火災が発生しやすい状況です。ストーブなどの暖房機具など火の元に
は十分注意して、火災予防に努めましょう。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当 電話62-3118

人口●26,345人　（－25）
男 ●13,171人 （－ 8）
女 ●13,174人 （－17）
世帯●9,979世帯 （－ 6）
平成23年11月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●山梨県知事表彰状授与式
11月9日、北都留森林組合で上野原中学校生徒に

よる職場体験が行われました。当日は、斧やチェーン
ソーの使い方を学んだ後、実際に斧で薪を割ったりし
て、林業にかかわる職場体験を行いました。参加した
生徒4人は、林業の大切さについて学びました。

●北都留森林組合で職場体験

10月29日、八重山で、上野原青年会議所がこども
育成事業として、親子参加型の八重山散策を行いまし
た。当日は、44名の参加者が集まり、レクリエーシ
ョンを行ったり展望台で紙芝居を見たりなど、地元の
自然に触れながら親子の絆を育みました。

●上野原青年会議所のこども育成事業
市では、上野原西小学校のスクールバス6台にイラ

ストをラッピングしました。このイラストは、上野原
西小学校の校章にある四つ葉のクローバーをモチーフ
に描いたものです。児童たちは、このイラストが描か
れたバスに乗って元気よく登下校しています。

●上野原西小スクールバスをラッピング
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所

山
梨
県
上
野
原
市
上
野
原
3832番
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